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 前号に引き続き、夏休み中の「中高生サイエンスキャリアプログラム（ＳＣＰ）」の

紹介です。小学生を対象とした「子ども科学探検隊」でも訪問した施設もありますが、

より深く高度な内容を会員様に用意していただきました。参加した中高生からも、予

想以上の充実した内容に満足の声が聞かれました。 
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 夏休み中には１５カ所の施設を訪問しました。前号で９施設について紹介しましたので、

今号では後半の６カ所について紹介します。 
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【参加者のアンケート記述から ①】 

○今日作ったものは、家で大切に育てようと思います。思うよ

うにいかないところを考えるのは、とても楽しいなと思いまし

た。 

○ノギス、マイクロメータは最初はよく知らなくて、少し調べて

きました。見るだけではなく、自分で使ってみてすごい楽し

かったです。 

○私はこれから天体の勉強をするが、この講義はとても良い

導入になると思った。館内自由見学もあり、とても充実した

講座であったと思った。 

○（講座の実験結果に）驚いたが、原理を聞

いたら納得することができた。ここで学んだ

ことを高校の理科で活用していきたいなと

思った。 

○帰る時間を遅くしてもいいので、もっと館内を回る時間や技

術員さんと話す時間が欲しかった。 

 

 

横須賀 馬堀自然教育園 ミツトヨ測定博物館 三菱みなとみらい技術館 
８月８日（水） ８月８日（水） ８月９日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最初に、馬堀自然教育園の歴史について

学びました。教育園の各所には戦争遺構

など歴史を感じさせる箇所が幾つもあり

ます。その後、教育園内を散策しながら

昆虫・植物・地層などについて詳しく説

明を受けました（写真）。午後は、各自

が採集したシダやコケなどを用いてミ

ニ・テラリウム(小さなガラス瓶の中で栽

培するもの)を作りました。素晴らしい記

念品になりました。 

“長さの測定”について、国際基準であ

るメートルを中心に、ミリメートルやキ

ロメートル、マイクロメートルとはどの

ようなサイズかを確認しました。ノギス

とデジタルキャリパでそれぞれ測定を行

い、測定誤差を求めました（写真）。ラ

チェットというつまみを測定前に３～５

回まわして、測定力をかけてから測定す

るマイクロメータの使用方法も教えても

らいました。 

４次元（３次元＋時間）デジタル地球儀

のダジックアースを見ながら地球の様子

を観測しました。また、オーロラがどの

ような原理で見えるのかを学びました

（写真）。次に液体窒素を用いた超低

温の世界を体験しました。「気体の

酸素」を液体窒素で-196℃にして

みるとどうなるか？生徒たちが興味

津々で注目すると「薄青色の液体」

になりました。 
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【参加者のアンケート記述から ②】 

○とても大きな顕微鏡が印象深かった。生物を学ぶなら、こ

の大学はとても良いと思った。研究をしっかり行っており、と

ても良い学校だなと思った。 

○モールストランシーバーの送受信が意外とややこしく、やり

にくいと思った。電話のような便利なものが

できてよかった。日常的に使っているもの

がそれだけすごいか分かった。 

○面白かった。スタッフさんは親切で、とても

分かりやすく説明してくれて理解できた。 

○ラジオを自分で作れることを知らなかったので、作ることが

できてよかったです。また通信も今までやったことが無かっ

たので、この機会にもっと深く学ぼうと思いました。 

○機会ができたら免許なんかも取ってみたいです。貴重な体

験をさせてくれてありがとうございました！！ 

○赤血球や白血球を実際に見たのも初めてだったので良い

体験になった。動物や人体に興味があったので参加したが、

思っていたよりも充実した体験ができたと思う。 

○将来や進路について未だ定まらないうえでの参加だったの

で、考える材料になったかと思う。 

○今回は体験が多くでき、充実した３時間でした。とても印象

に残りました。 

○すごく楽しませてもらいました。先生も大学生の方もありが

とうございました！自分で体験することができて、座学より

も楽しかったです！丁寧に見てくださったので、わからない

ところもありませんでした。 

○血液を観察できる機会はそうそうない

ので、とても良い経験ができた。 

 

 

 

表（おもて）面のリード文にある写真の植物は、ヒメツルソバ（姫蔓蕎麦）です（別名：

ポリゴナム）。出張へ行く途中の道端に咲いていたものを撮影しました。 

シロツメクサに似ていますが、薄いピンク色です。小さな花が球状に集まり金平糖の

ような形をしています。直径は１ｃｍくらいで、初夏から秋にかけて開花します。 

この出張の日も猛暑でしたが、足元に目を向けると様々な種類の色とりどりの花が

咲いています。その可憐さが、猛暑を一瞬忘れさせてくれます。 

（事務局 ： 村上、髙相、山田、宮城） 

 

神奈川大学 平塚ｷｬﾝﾊﾟｽ 東芝未来科学館 麻布大学 
８月10日（金） ８月18日（土） ８月23日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平塚キャンパス内の池周辺で昆虫採集と

池の水の採取を行いました。捕まえた蝶

の中には、職員の方も驚くような珍しい

種もいました。タマムシも生息している

らしいのですがこの日は姿を現さず…。

学食での昼食後、採取した池の水の中の

原生生物を観察しました。大学生スタッ

フからマンツーマンで指導していただき

ました（写真）。研究室も見学させてい

ただき大学の雰囲気が体験できました。 

抵抗やトランジスタなどを差し込んで作

る基板を利用したモールストランシーバ

ーを製作しました。抵抗もトランジスタ

もジャンパ線もそれを差し込む穴も非常

に小さく、ピンセットを使用しながら丁

寧に製作しました。トランシーバー完成

後、外に出て、ラジオを受信してみまし

た。ペットボトルのふたをゆっくり回し

ていくことでチャンネルが変わり、様々

な局や番組を聞くことが出来ました。 

獣医学部 獣医学科の先生と、その研究室

の学生に講座を進めてもらいました。ま

ず、獣医学部で学ぶ内容について系統立

てて説明をしていただきました。次に、

研究室で飼っているビーグル犬の血液標

本を使用し、クラッシ法により血液塗抹

標本を作成しました（写真）。顕微鏡で

観察し、赤血球や各種白血球、血小板等

について、形状の違いを元に探し、スケ

ッチをしました。 

事務局から 

事務局（科学部）１０月移転 

ヒメツルソバ→ 
（事務局撮影） 


